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　　　　ＡＰ－Ｈ８－０Ａ　ハ－ドウェア・マニュアル

　この度は、アルファボ－ドシリ－ズ　「ＡＰ－Ｈ８－０Ａ」　をお買いあげ頂きまして誠に有り

難うございます。

本製品は、Ｈ８／３００ＨＣＰＵを核とした高性能ＭＣＵ　Ｈ８／３００２（日立製）を搭載

した汎用ＣＰＵボ－ドです。

本ボ－ドをお役立て頂くために、本マニュアルを十分お読み下さいますようお願いいたします。

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。

　　　梱包内容 　　　・ＡＰ－Ｈ８－０Ａ　ボ－ド　　　×１

　　　　　　　 　　　・電源用ハ－ネス　（４ＰＩＮ）　×１

　　　・ハ－ドウェアマニュアル　　　　×１

★本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

★本製品は万全の注意を払って製作されていますが、万一初期不良品であった場合、

　お買い上げ頂いた販売店へ保証書を添えて御持参ください。

★本ボ－ド及び弊社製品についてのお問い合わせは下記の TEL もしくは FAX にてお願い

　いたします。

　なお、CPU 自体の機能等についてのお問い合わせには回答しかねますので、御了承く

　ださい。

　　株式会社　アルファプロジェクト
　　 〒４３３－８１２２

  　　静岡県浜松市上島４－４－２４

TEL　（０５３）４６４－２１６６

FAX　（０５３）４６４－３７３７

お問い合わせ先
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１．製品概要

１．１　概要

アルファボ－ドシリ－ズ　「ＡＰ－Ｈ８－０Ａ」はＨ８／３００ＨＣＰＵを核とした

高性能ＭＣＵ　Ｈ８／３００２（日立製）を搭載した汎用ＣＰＵボ－ドです。

本ボ－ドは外部接続コネクタへ外部拡張に必要な信号をすべて引き出してあります

ので、各種試作用途及び小ロットの製品への適用など、幅広い対応が可能です。

１．２　機能及び特徴

１）　Ｈ８／３００２（１６ＭＨｚ）を採用

・アドレス空間　１６Ｍバイト

・高速ＤＭＡコントロ－ラ　４チャンネル

・シリアルインタフェ－ス　２チャンネル

・１６ビットインテグレ－テッドタイマ　５チャンネル

・割り込み　外部７本　内部要因３０　ＮＭＩ１本

・Ｉ／Ｏポ－ト　入出力３８本　入力８本

・ＤＲＡＭコントローラ（ＤＲＡＭ直接接続可能）

・外部メモリチップセレクト　４本

・ウォッチドッグタイマ　１チャンネル

・１０ビットＡ／Ｄ変換器　８チャンネル

・水晶発振バッファ内蔵

・最高動作周波数　１６ＭＨｚ

・低消費電力

２）ＲＡＭ　２５６Ｋバイト搭載（標準）、ＲＯＭ　２Ｍバイト搭載可能

ＲＡＭは標準で２５６Ｋバイト（最大１Ｍバイト）で、外部よりバックアップ用

電池を接続することによりバックアップも可能です。

ＲＯＭは最大で２Ｍバイトまで搭載可能です.（最小２５６Ｋバイト）

３）１６ビットバス対応

１６ビットバスに対応していますので、高速な処理が可能です。
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４）外部拡張が容易

外部接続コネクタ（６０ＰＩＮ×２）に拡張に必要な信号線をすべて引き出してあ

りますので、メモリの増設、Ｉ／Ｏの増設等が容易です。

１．３　仕様

　　　　ＡＰ－Ｈ８－０Ａ仕様

　ＣＰＵ 　Ｈ８／３００２　（日立製）

　動作周波数 　１６ＭＨｚ

　メモリ 　ＲＡＭ　２５６ＫバイトＳＲＡＭ実装済み（最大１Ｍバイト）

　ＲＯＭ　最大２Ｍバイト搭載可（最小２５６Ｋバイト）

　（ＲＯＭはＣＳ０、ＲＡＭはＣＳ２に接続）

　メモリバックアップ 　バックアップ切替対応

　外部にリチウム電池等を接続することによりバックアップ可能

　シリアルＩ／Ｆ 　同期／非同期　Ｉ／Ｆ　  ２チャンネル

　パラレルＩ／Ｆ 　入出力　３８本　　入力　８本

　タイマ／カウンタ 　１６ビットインテグレ－テッドタイマ  ５チャンネル

　割り込み 　割り込みコントロ－ラ内蔵

　外部　７本　　内部要因　３０　　ＮＭＩ　１本

　ＤＭＡ 　ＤＭＡコントロ－ラ内蔵　　　４チャンネル

　ＤＲＡＭ 　ＤＲＡＭコントロ－ラ内蔵

　外部にＤＲＡＭチップを直接接続可能

　リセット 　リセットＳＷを搭載

　外部からのリセット入力も可能（オ－プンコレクタ）

　ＲＳ２３２Ｃ 　シリアルＩ／Ｆコネクタに弊社製品　ＲＳ２３２Ｃアダプタ－

　（別売）を接続することによりＲＳ２３２Ｃによる通信が可能

　外部接続 　６０ＰＩＮコネクタ×２　（２．５４ｍｍピッチ）

　電源電圧 　５Ｖ±１０％

  消費電力 　ＭＡＸ　１５０ｍＡ

　使用環境条件 　０～５０℃　　２０～８０％ＲＨ　結露なし

　寸法 　１００×８０　（ｍｍ）
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２．機能説明

２．１　ＪＰ設定

　　　１）ボ－ド上ＲＡＭの切り離し

　本ボ－ドには標準で２５６Ｋバイト（１Ｍｂｉｔ品×２）のＲＡＭが実装されていますが、

　外部にメモリを増設することにより、本ボ－ド上のＲＡＭを使用されない場合は切り離すこ

　とができます。設定はＪＰ７にて行います。

　ＪＰ７　　ＯＮ　：　オンボードＲＡＭを使用する（出荷時設定）

　　　　　　ＯＦＦ：　オンボードＲＡＭを使用しない

　　　２）ＲＯＭサイズの選択

　本ボ－ドは２５６Ｋバイト、５１２Ｋバイト、１ＭバイトのＲＯＭを選択することが可能で

　す。ＲＯＭは同一サイズのものを２個で使用します。

　ＲＯＭサイズの選択はＪＰ２により設定します。

　　　

注）使用するＲＯＭとＪＰの設定は必ず合わせてください。場合によってはデ

　　バイスが破壊される場合があります。

 1  2

JP6JP5

 1  2

JP6JP5

 1  2

JP6JP5

27C8001(1M×2)27C4001(512K×2)27C1001(128K×2)

（出荷時設定）
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　＜ＲＯＭについて＞

　本ボ－ドに搭載するＲＯＭは以下の品、もしくは互換品を使用してください。

　　１２８Ｋバイト　　：　２７Ｃ１００１ ３２ＰＩＮ　

　　５１２Ｋバイト　　：　２７Ｃ４００１ ３２ＰＩＮ

　　１Ｍバイト　　　　：　２７Ｃ８００１ ３２ＰＩＮ

　　３）動作モ－ドの設定

Ｈ８／３００２には４種類の動作モ－ドがあります。

本ボ－ドではＪＰ８～ＪＰ１０で設定します。

　動作モ－ド 　　　　端 　子　　設 　定          内 容

  JP10(MD0)   JP9(MD1)  JP8(MD2) ｱﾄﾞﾚｽ空間 ﾊﾞｽﾓ-ﾄﾞ初期値 内蔵 RAM

モ－ド１ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ １Ｍバイト ８ビット 有効

モ－ド２ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ １Ｍバイト １６ビット 有効

モ－ド３ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ １６Ｍバイト ８ビット 有効

モ－ド４ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ １６Ｍバイト １６ビット 有効

　　４）アナログ電源の設定

Ｈ８／３００２にはＡ／Ｄ変換器が内蔵されており、アナログ電源は通常のデジタル電源とは

別の入力ピンが用意されています。

本ボ－ドではアナログ電源入力へ簡易的にデジタル電源を接続することができます。

設定はＪＰ１～ＪＰ３にて行います。

＊出荷時はすべてＯＮ

ＪＰ２　：　ＡＶＲＥＦ（Ａ／Ｄ変換器基準電圧）をＶＣＣと接続

ＪＰ３　：　ＡＶＣＣ（アナログＶＣＣ）をＶＣＣと接続

ＪＰ１　：　ＡＶＳＳ（アナログＧＮＤ）をＧＮＤと接続

＊ＯＮは短絡ピンを挿入した状態

＊出荷時はモ－ド４に設定
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ＣＮ１

２．４Ｖ≦ＢＡＴＴ≦ＶＣＣ

ＢＡＴＴ

ＧＮＤ

６０

リチウム電池等

５９・・・

ＡＰ－Ｈ８－０Ａ

ＥＸＲＥＳ

ＧＮＤ

ＡＰ－Ｈ８－０Ａ

ＣＮ２

３６

１９・・・

２．２　メモリバックアップ

本ボ－ド上のＲＡＭは外部にバックアップ電源を接続することによりバックアップ可能です。

ＢＡＴ端子（ＣＮ１　６０ＰＩＮ）にバックアップ電源を接続してください。

なお、ニッカド電池等の２次電池を使用される場合には、別途充電回路が必要となります。

２．３　リセット

本ボ－ドのリセット動作には以下の３つがあります。

１）電源投入時及び電圧降下時のリセット動作

約４．５Ｖでシステムリセットされます。

２）リセットＳＷによるリセット動作

リセットＳＷを押すことにより強制的にシステムリセットされます。

３）外部からの制御によるリセット

ＥＸＲＥＳ端子（ＣＮ２　３６ＰＩＮ）へ外部回路を接続することにより、外部か

らのリセット動作が可能となります。
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２．４　端子配列

本ボ－ドは外部拡張に必要な信号をＣＮ１とＣＮ２にすべて引き出してあります。

以下に各コネクタの端子配列を示します。

ＣＮ１　端子配列 　ＣＮ２　端子配列

　１ ＧＮＤ ＧＮＤ 　２ 　１ PB7/TP15/ADTRG/DREQ1 PB6/TP14/DREQ0 　２

　３ Ｄ１５ Ｄ１４ 　４ 　３ PB5/TP13/TOXCB4 PB4/TP11/TOXCA4 　４

　５ Ｄ１３ Ｄ１２ 　６ 　５ PB3/TP11/TIOCB4 PB2/TP10/TIOCA4 　６

　７ Ｄ１１ Ｄ１０ 　８ 　７ PB1/TP9 /TIOCB3 PB0/TP8 /TIOCA3 　８

　９ Ｄ９ Ｄ８ １０ 　９ ＶＣＣ ＶＣＣ １０

１１ ＶＣＣ ＶＣＣ １２ １１ PA7/TP7/TIOCB2/A20 PA6/TP6/TIOCA2/A21 １２

１３ Ｄ７ Ｄ６ １４ １３ PA5/TP5/TIOCB1/A22 PA4/TP4/TIOCA1/A23 １４

１５ Ｄ５ Ｄ４ １６ １５ PA3/TP3/TIOCB0/TCLKD PA2/TP2/TIOCA0/TCLKC １６

１７ Ｄ３ Ｄ２ １８ １７ PA1/TP1/TIOCB2/TCLKB PA0/TP0/TIOCB2/TCLKA １８

１９ Ｄ１ Ｄ０ ２０ １９ ＧＮＤ ＧＮＤ ２０

２１ ＧＮＤ ＧＮＤ ２２ ２１ ＲＥＳＥＴ ＳＴＢＹ ２２

２３ Ａ１５ Ａ１４ ２４ ２３ IREQ5/SCK1/P95 IREQ4/SCK0/P94 ２４

２５ Ａ１３ Ａ１２ ２６ ２５ RXD1/P93 RXD0/P92 ２６

２７ Ａ１１ Ａ１０ ２８ ２７ TXD1/P91 TXD0/P90 ２８

２９ Ａ９ Ａ８ ３０ ２９ ＧＮＤ ＧＮＤ ３０

３１ Ａ７ Ａ６ ３２ ３１ P84/CS0 P83/CA1/IRQ3 ３２

３３ Ａ５ Ａ４ ３４ ３３ P82/CS2/IRQ2 P81/CS3/IRQ1 ３４

３５ Ａ３ Ａ２ ３６ ３５ P80/RFSH/IRQ0 ＥＸＲＥＳ ３６

３７ Ａ１ Ａ０ ３８ ３７ － LWR ３８

３９ ＧＮＤ ＧＮＤ ４０ ３９ HWR RD ４０

４１ ＮＭＩ ＲＤ ４２ ４１ AS P62/BACK ４２

４３ ＬＷＲ ＩＲＱ０ ４４ ４３ P61/BREQ P60/WAIT ４４

４５ ＩＲＱ１ ＣＳ２ ４６ ４５ ＧＮＤ ＧＮＤ ４６

４７ ＴＸＤ１ ＲＸＤ１ ４８ ４７ P77/AN7 P76/AN6 ４８

４９ ＲＥＳＥＴ ＣＬＫ ５０ ４９ P75/AN5 P74/AN4 ５０

５１ Ａ１６ Ａ１７ ５２ ５１ P73/AN3 P72/AN2 ５２

５３ Ａ１８ Ａ１９ ５４ ５３ P71/AN1 P70/AN0 ５４

５５ － ＡＳ ５６ ５５ ＡＶＳＳ ＡＶＳＳ ５６

５７ － ＨＷＲ ５８ ５７ ＡＶｒｅｆ ＡＶｒｅｆ ５８

５９ ＧＮＤ ＢＡＴＴ ６０ ５９ ＡＶＣＣ ＡＶＣＣ ６０

注）Ｈ８／３００２には兼用端子が多数存在するため、複数のコネクタＰＩＮ上に接続

　　されている信号がありますので御注意ください。

　　各信号の機能はＨ８／３００２のデ－タシ－トをご覧下さい。

ＰＩＮピッチ　：　２．５４mm

推奨コネクタ　：　ＨＩＦ３Ｈ－６０ＤＡ－２．５４ＤＳＡ　（ヒロセ）

　　　　　　　　　ＨＩＦ３Ｈ－６０ＰＢ－２．５４ＤＳＡ　（ヒロセ）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　ＣＮ３　端子配列 ＣＮ４　端子配列

　１ 　ＶＣＣ 　１ 　ＲＸＤ１

　２ 　ＶＣＣ 　２ 　ＴＸＤ１

　３ 　ＧＮＤ 　３ 　ＲＴＳ（ＰＢ４）

　４ 　ＧＮＤ 　４ 　ＣＴＳ（ＰＢ５）

　５ 　ＶＣＣ

　６ 　ＧＮＤ

ＣＮ３：　使用コネクタ  　　Ｂ４Ｐ－ＳＨＦ－１ＡＡ（日圧）

　　　　　適合レセプタクル　Ｈ４Ｐ－ＳＨＦ－ＡＡ　（日圧）

　

ＣＮ４：　使用コネクタ  　　Ｂ６Ｐ－ＳＨＦ－１ＡＡ（日圧）

　　　　　適合レセプタクル　Ｈ６Ｐ－ＳＨＦ－ＡＡ　（日圧）

ＣＮ４はＨ８／３００２と直結されており、ＲＳ２３２Ｃレベルではありません。

弊社製品　「ＲＳ２３２Ｃアダプタ」を接続する事によりＲＳ２３２Ｃレベルでの通

信が簡単におこなえます。

２．５　使用上の注意

・本製品を改造されたものについての動作は保証しかねますのでご了承願います。

　カスタム品をご希望のお客様は弊社お問い合わせ先へご相談ください。

・極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。

・高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。

・腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。

・ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

３．技術資料

３．１　アドレスマップ

    本ボ－ドではＲＯＭがＣＳ０、ＲＡＭがＣＳ１にアサインされています。

メモリマップ

ｂ）１６Ｍバイトモ－ド（モ－ド３、４）

000000H
・ＲＯＭサイズが

  256K(128K×2)の場合

　 000000H～03FFFFH

  1M(512K×2）の場合

　 000000H～0FFFFFH

1FFFFFH

200000H

23FFFFH

240000H

3FFFFFH

FFFFFFH

FFFF1CH

FFFF1BH

FFFF10H

FFFF0FH

FFFD10H

ａ）１Ｍバイトモ－ド（モ－ド１、２）

　　　エリア０

　ＲＯＭ（２Ｍバイト）

　　　エリア１

　ＲＡＭ（２５６Ｋバイト）

　ＲＡＭイメ－ジ

　　エリア２

　　エリア３

　　エリア４

　　エリア５

内部Ｉ／Ｏレジスタ

外部Ｉ／Ｏ空間

内蔵ＲＡＭ ５１２バイト

　　エリア６

　　エリア７

00000H

1FFFFH

20000H

3FFFFH

FFFFFH

FFF1CH

FFF1BH

FFF10H

FFF0FH

FFD10H

　　　エリア０

ＲＯＭ（１２８Ｋバイ

　　　エリア１

ＲＡＭ（１２８Ｋバイト）

　　エリア２

　　エリア３

　　エリア４

　　エリア５
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３．２　外形寸法

図３－１　ＡＰ－Ｈ８－０Ａ基板寸法
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ＣＮ１－ＣＮ２　ＰＩＮ間寸法（内側）：　６８．５８mm （２．５４mmХ２７）
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添付回路図を参照

３．３　回路構成


